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　他校の先輩と知り合いになったＡさん。何度
か会っ

て仕事の内容だけでなく、学校教育に関わる姿
勢や仕

事に対する考え方を教わっていきました。その
中で先

輩が大阪市教の組合員であることを知ります。
そして

「組合に入るなら、先輩のいる組合に入り
ます。」

と、加入を決意しました。日頃の実践や仕事に
対する

姿勢が組合への共感、連帯を生んだとてもうれ
しい加

入です。
　さて、来月にかけて各支部、専門部の大会、

総会が

開かれます。講座や学習会も目白押しです。組
合員、

また、未組合員の人にも声をかけ参加を呼びか
けて組

合の存在を知らせましょう！

日ごろの実践、仕事の姿勢共感
組合の存在を知らせよう

市
つ
ぶ
し
て
カ
ジ
ノ
だ
め

学
校
給
食
無
料
に

大
阪
教
育
集
会

＝
記
事
２
面　

生野区

学
校
つ
ぶ
し
た
ら
ア
カ
ン
！

子
ど
も
は
地
域
の
宝

ず
、
地
域
の
合
意
な
く

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

連
合
振
興
町
会
長
か

ら
、「『
生
野
区
西
部
地

域
学
校
再
編
整
備
計
画

（
案
）』
は
、
不
正
常

な
運
営
で
一
方
的
に
進

め
る
の
で
は
な
く
、
い

っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、

区
民
の
声
を
聞
き
話
し

合
う
こ
と
を
求
め
る
陳

情
書
」
が
５
・
６
月
市

会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

学
校
統
廃
合
を
強
行

す
る
「
維
新
の
会
」
の

　

大
阪
市
・
生
野
区
は

学
校
統
廃
合
の
手
続
き

を
強
行
し
て
い
ま
す
。

　

生
野
中
学
校
区
学
校

設
置
協
議
会
（
第
５

回
）
が
５
月
29
日
に
行

わ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
生
野
小
学
校　

学

校
跡
地
検
討
会
議
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
」
を

掲
載
し
ま
し
た
（
５
月

20
日
）。

　

「
最
終
合
意
が
な
い

ま
ま
、
学
校
統
廃
合
の

事
例
が
な
く
」
と
の
市

会
答
弁
に
も
か
か
わ
ら

市
会
議
員
が
増
え
ま
し

た
が
、
区
民
は
諦
め
て

い
ま
せ
ん
。「
子
ど
も

た
ち
は
地
域
の
宝　

学

校
つ
ぶ
し
た
ら
ア
カ

ン
！
」「
学
校
は
地
域

の
シ
ン
ボ
ル　

つ
ぶ
し

た
ら
ア
カ
ン
！
」「
住

民
合
意
抜
き
で
小
学
校

　

つ
ぶ
し
た
ら
ア
カ

ン
！
」「
避
難
所
の
小

学
校
９
つ
も　

つ
ぶ
し

た
ら
ア
カ
ン
！
」
の
カ

ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
が
地
域

で
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
は
５
・
６
月
市
会
開

会
日
の
５
月
23
日
、
淀

屋
橋
宣
伝
、
水
上
ス
テ

ー
ジ
で
の
集
会
、
市
役

所
包
囲
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
し
た
。「
カ
ジ
ノ

・
大
型
開
発
よ
り
、
子

ど
も
・
子
育
て
、
く
ら

し
・
福
祉
優
先
の
大
阪

市
を
！
」
と
18
団
体
が

重
点
５
項
目
、
計
90
項

目
の
市
民
要
求
を
掲
げ

ま
し
た
。
全
国
一
高
い

介
護
保
険
料
や
国
民
健

康
保
険
料
を
引
き
下
げ

る
こ
と
、
学
校
給
食
を

無
料
に
す
る
こ
と
、
医

療
・
福
祉
の
充
実
、
中

小
企
業
の
応
援
を
求
め

ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
の
要
求

は
、
①
学
校
給
食
無
償

化
、
子
ど
も
・
保
護
者

の
貧
困
対
策
充
実
。
②

学
校
統
廃
合
反
対
、
30

人
学
級
実
現
。
③
全
国

学
力
テ
ス
ト
、
府
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
市
統
一
テ
ス

ト
、
小
学
校
学
力
経
年

調
査
等
テ
ス
ト
漬
け
の

教
育
や
め
よ
。
④
公
設

民
営
学
校
等
民
営
化
反

対
。
⑤
教
育
歪
め
る
人

事
評
価
制
度
反
対
。

Ｉ
Ｒ
基
本
方
針

公
表
先
送
り

　

集
会
で
、
カ
ジ
ノ
問

題
を
考
え
る
大
阪
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
薮
田
ゆ
き

え
さ
ん
は
、
政
府
が
カ

ジ
ノ
を
核
と
す
る
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）

の
整
備
の
た
め
の
「
基

本
方
針
」
の
公
表
を
参

院
選
以
降
に
先
送
り
す

る
方
針
を
固
め
た
こ
と

で
、
維
新
が
狙
う
２
０

２
４
年
の
大
阪
カ
ジ
ノ

問
題
は
、
間
に
合
わ
な

く
な
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
所
信
表
明

で
吉
村
洋
文
知
事
は
、

万
博
、
カ
ジ
ノ
を
中
核

と
す
る
Ｉ
Ｒ
な
ど
の

「
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
確
実
に
成
功
・
実

現
に
導
く
」
と
大
型
開

発
あ
り
き
の
姿
勢
を
示

し
、
松
井
一
郎
市
長
は

大
型
開
発
推
進
、
民
営

化
を
進
め
、
水
道
の
経

営
形
態
の
変
更
、
大
学

の
統
合
、
消
防
の
広
域

化
を
進
め
る
と
述
べ
ま

し
た
。

大
阪
都
構
想

維
公
基
本
合
意

　
「
都
」構
想
に
反
対
し

て
い
た
公
明
党
は
態
度

を
１
８
０
度
転
換
し
、

住
民
投
票
を
来
秋
に
も

実
施
す
る
こ
と
で
維
新

と
合
意
し
ま
し
た
（
５

月
25
日
）。
衆
院
の
解

散
が
さ
さ
や
か
れ
る
な

か
、
大
阪
維
新
の
会
代

表
の
松
井
氏
の
「
こ
ち

ら
か
ら
（
公
明
党
に
）

衆
院
（
選
挙
区
）
を
譲

る
と
い
う
必
要
は
な

い
」
と
の
脅
し
に
屈
し

ま
し
た
。
市
民
不
在
の

合
意
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

安
倍
首
相
・
自
民
党

は
、「
２
０
２
０
年
を

新
し
い
憲
法
が
施
行
さ

れ
る
年
に
」
と
公
言

し
、
新
天
皇
即
位
、
改

元
で
「
新
時
代
」
到
来

ブ
ー
ム
を
あ
お
る
天
皇

の
政
治
利
用
を
行
い
、

改
憲
策
動
を
強
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
維
新
の

会
は
、「
憲
法
改
正
を

一
生
懸
命
や
ら
な
い
の

が
自
民
党
。情
け
な
い
。

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
み
た
い

に
ボ
カ
ン
と
や
り
た

い
」
と
吉
村
洋
文
府
知

事
が
い
い
、
丸
山
穂
高

議
員
が「（『
北
方
領
土
』

の
返
還
は
）
戦
争
し
な

い
と
ど
う
し
よ
う
も
な

い
」と
発
言
し
ま
し
た
。

　

自
民
党
が
改
憲
４
項

目
の
１
つ
に
「
教
育
充

実
」
を
あ
げ
、
国
会
発

議
を
狙
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
全
教
は
、「
改
憲

の
口
実
に
子
ど
も
、
教

育
を
使
わ
な
い
で
」
憲

法
３
０
０
０
万
署
名
に

協
力
を
広
く
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

世
論
調
査
で
は
、
改

憲
機
運
「
高
ま
ら
ず
」

72
％　

９
条
「
変
え
ぬ

方
が
よ
い
」
64
％
（
５

月
３
日
朝
日
）
で
あ

り
、
市
民
連
合
と
５
野

党
・
会
派
は
「
安
倍
政

権
の
第
９
条『
改
定
』反

対
、発
議
さ
せ
な
い
」こ

と
を
合
意
し
（
沖
縄
新

基
地
反
対
、
原
発
ゼ

ロ
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
中
止
等
も
合
意
）、

32
あ
る
参
院
選
の
１
人

区
の
30
選
挙
区
で
野
党

統
一
候
補
が
擁
立
さ
れ

ま
す
。
政
治
を
変
え
る

た
め
の
参
議
院
選
挙
で

参
政
権
を
積
極
的
に
行

使
し
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
い
い

授
業
を
し
た
い

　

「
長
時
間
労
働
を
な

く
す
た
め
、
せ
ん
せ
い

を
ふ
や
し
て
く
だ
さ

い
」
署
名
（
Ａ
５
サ
イ

ズ
）
が
始
ま
り
、「
私

も
、
一
言
」
に
「
特
別

支
援
学
級
の
担
任
を
し

て
い
ま
す
。
担
任
の
一

人
が
病
休
に
入
っ
て
も

講
師
の
先
生
が
来
な
か

っ
た
り
私
自
身
の
産
休

講
師
が
何
十
人
待
ち
だ

っ
た
り
…
。
先
生
に
余

裕
が
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
発
達

は
保
障
で
き
ま
せ
ん

‼
」「
も
っ
と
も
っ
と

い
い
授
業
を
し
た
い
で

す
。
も
っ
と
も
っ
と
、

生
徒
一
人
一
人
を
見
た

い
で
す
。
も
っ
と
も
っ

と
そ
の
時
間
を
く
だ
さ

い
！
」「
１
日
24
時
間

は
教
員
も
一
緒
で
す
。

寝
だ
め
休
み
だ
め
は
人

間
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

変
形
労
働
時
間
制
は
健

康
を
こ
わ
し
人
間
を
こ

わ
し
ま
す
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
教
職
員
を
大
幅
に

増
や
し
て
く
だ
さ
い
」

「『
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
』
の
導
入

は
や
め
て
く
だ
さ
い
」

の
署
名
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

連続講座
第３回 算数の授業づくり
〇６月15日（土）13：30
〇アネックスパル法円坂
　　　　　　　　JR森ノ宮・地下鉄谷四

せんせいふやそうキャンペーン

長時間労働をなくそう
改憲の口実に
子ども、教育を使わないで

憲法3000万署名


